




















　　     洋紙の流通，印刷機    
３． 菊判，四六判ということばの普及










































































































































































































































































































































































































7  板倉雅宣『活版印刷発達史      東京築地活版製造所の果たした役割    』印刷朝陽会，2006年，p. 42
8  朝日新聞社社史編修室『朝日新聞・製作技術百年の歩み』朝日新聞社，978年，pp. 62‒63
9  板倉雅宣，前掲書，p. 207
20  印刷製本機械百年史実行委員会編『印刷製本機械百年史』全日本印刷製本機械工業会，975年，
p. 53
2  参考のために，菊判，四六判が普及する以前に用いられていた代表的な判型の標準寸法（横×縦）を
示しておく。「大本」美濃紙判を二つに折って縦に綴じた本，約90×270mm。「中本」大本の半分の
大きさ，約30×90mm。「半紙本」半紙判を二つに折って縦に綴じた本，約60×240mm。「小本」
半紙本の半分の大きさ，約20×60mm。これらの寸法については，廣庭基介・長友千代治著『日本
書誌学を学ぶひとのために』（世界思想社，998年）で示された標準寸法を参照した。
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